
在ケニア日本国大使館 

領事警備班 

２０１５．４．２６（Sat） 

安全対策連絡協議会 



 東アフリカには多くの可能性が期待されている。 
 多方面から、直接・間接的なリスクが存在する。 
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Nairob
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Dadaab 

タナ・リバー流域 
部族衝突 

モンバサ 
分離独立・テロ攻撃・勧
誘 

エチオピアとの国境 
部族衝突 

ナイロビ 
凶悪犯罪 
テロ攻撃 
暴動 

ソマリアとの国境 
誘拐・テロリストの越
境・武器流入 

エチオピアとの国境 
係争地帯 
武器流入 

ガリッサ、ダダーブ 
誘拐・テロ攻撃・難民流
入 

ワジール、マンデ
ラ 
誘拐・テロ攻撃 ウガンダ・南スとの国境 

難民流入（南ス） 
武器流入 
薬物流入 
部族衝突 

北西部一帯 
部族衝突 

ウガンダとの国境 
漁場争い 

ワジール、マンデラ 
誘拐・テロ攻撃 
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タンザニアとの国境 
武器流入 
薬物流入 

洋上 
テロリストの越境 



 一般犯罪（ムンギキ強盗団） 

 ➢殺人、路上強盗、家宅侵入強盗、カージャック、強姦、窃盗 

 テロ（アル・シャバーブ、アル・ヒジラ）・部族間
抗争 

 ➢手榴弾・簡易爆弾等による教会、店舗、マタツ等への攻撃、誘拐、
土地、家畜問題 

 交通事故 

 ➢マタツ等の運転マナー悪さ、道路状態の悪さ、交通法規違反の状態化 

 暴動 

 ➢政治的対立 

安全対策が極めて重要 



武装強盗 カージャック 不法侵入 暴動 



武装強盗 

不法侵入 

カージャック 

全ての犯罪に於いて銃器の使用率は９５％以上にも及ぶ。 



武装強盗 カージャック 不法侵入 暴動 

ケニア国内で発生した犯罪の半数以上がナイロビで発生している 



凡例 

 
武装強盗 

 
カージャック 

 
家宅侵入強盗 

 
暴動 

 
ショッピング 
・センター 
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ナイロビ国立公園 
至モンバサ 

至ナイバシャ 
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国連 
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英大 

ウエストランド、ラ
ビントンは、犯罪発
生率が高い。 

ウエストランド、ラ
ビントンは、犯罪発
生率が高い。 



 家宅侵入強盗 
 ➢ほぼ犯人達は銃器を所持 
 ➢アスカリ、家政婦と結託 
 ➢トラッキングされている 
 ➢カージャックした車両を使いゲートに強行突入 
 ➢人目に付かないところから侵入 
 路上強盗 
 ➢ほぼ犯人達は銃器を所持 
 ➢昼夜を問わない 
 ➢ボタボタを使用（３人乗り） 
 ➢警察官を装う 

 カージャック 
 ➢ほぼ犯人達は銃器を所持 
 ➢渋滞中に狙う 
 ➢ゲート前で停車したときに狙う 
 ➢バンプ通過時 
 窃盗、置き引き、ひったくり 
 ➢マタツ乗車中の窃盗、差し出されたアメ等に睡眠薬が混入 
 ➢足下の荷物さえも持って行かれる 



Ｏ宅の防犯対策例 
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玄関に指向したセンサーライト 鉄格子（南京錠2カ所） 



電子錠、埋め込み型かんぬき 南京錠の工夫 



警報装置（大音響版） のぞき穴 

日本のホームセーンター等で購入可能 



鉄格子（南京錠2カ所） 開放防止ストッパー 

日本のホームセーンター等で購入可能 



キーホール・ブロッカーの活用 チェーン錠の設置（他南京錠2カ所） 

ナクマットで購入可能 

ナクマットで購入可能 



警報装置 ベランダに指向したセンサーライト 

日本のホームセーンター等及びナイ
ロビで購入可能。 

日本のホームセーンター等で購入可能 



警報装置 パニックボタン 

日本のホームセーンター等で購入可能 個人契約によるパニックボタンの所
持も有効（GPSによるトラッキング
システムが付いているパニックボタ
ンも有り。誘拐対策にも有効） 



鉄格子窓 扉に鉄格子を設置 



無線機の設置 脱出経路の確保 

居住階に応じた高さのロープやシー
ツなどの準備 



センサーライトとリンクし
たアラーム装置 

その他 

 緊急連絡先リスト 

 携帯電話 

 懐中電灯、ろうそく 

 非常用備蓄品 

 医療品 

 貴重品（旅券、現金） 

 電子ロック式金庫 



消化器、防火マットの設置 煙検知器の設置 



番猫 キレレ 



物より命 
 

★命を懸けてまで守るべき物はない 

 ➢決して抵抗しない 

 ➢生命・身体が一番大切 

ただし、命を懸けて守るべき者はある。と思います。 



 事件等の被害に遭った際は、大使館へ御一報ください。 

 短期滞在者の方は「旅レジ」を、長期滞在者の方は「在留届」
の提出にご協力ください。 

連絡先 電話番号 

警察・消防・救急 １１２／９９９ 

ナイロビ警察 
コントロールルーム 

０２０－２７２－４１５４ 

大使館（開館時間） ０２０－２８９－８０００ 

夜間・休日 

小池： ０７２２－７４４－５８２ 

長峰（橋本）： ０７２２－５１４－０９２ 

小野： ０７２２－５１４－０９８ 



本年度も快適なケニア生活を送りましょう！ 


